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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間

自　平成22年
　　２月21日
至　平成22年
　　５月20日

自　平成23年
　　２月21日
至　平成23年
　　５月20日

自　平成22年
　　２月21日
至　平成23年
　　２月20日

営業収益 (百万円) 21,180 21,723 88,569

経常利益 (百万円) 236 528 1,368

四半期(当期)純利益 (百万円) 84 222 608

純資産額 (百万円) 14,725 15,214 15,126

総資産額 (百万円) 23,676 24,184 28,470

１株当たり純資産額 (円) 1,098.891,134.331,127.96

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 6.33 16.58 45.48

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 6.31 ― 45.41

自己資本比率 (％) 62.2 62.9 53.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 585 △4,170 6,743

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △238 △1,033 △2,071

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △84 △134 △266

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7,778 6,582 11,921

従業員数
(外、平均臨時雇用者数)

(名)
840

(1,264)
825

(1,276)
803

(1,275)

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益ついては、希薄化効果を有する潜

在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年５月20日現在

従業員数(名)
825

(1,276)

(注)　従業員数は就業人数であり、臨時従業員数は(　　)内に当第１四半期連結会計期間の平均雇用人数(１日８時間勤務

換算)を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年５月20日現在

従業員数(名)
813

(1,252)

(注)　従業員数は就業人数であり、臨時従業員数は(　　)内に当第１四半期会計期間の平均雇用人数(１日８時間勤務換

算)を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売及び仕入の状況】

(1) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

小売業 21,514,185 ―

不動産賃貸業 209,222 ―

合計 21,723,407 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

小売業 17,466,228 ―

不動産賃貸業 ― ―

合計 17,466,228 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において新たに締結した重要な契約は次のとおりです。

　当社は、平成23年４月１日開催の当社取締役会において、当社が100％出資する連結子会社株式会社アズ

パーク及びアズガーデン株式会社の２社を吸収合併することを決議し、同日合併契約を締結いたしました。

　当社は、会社法第796条第３項に定める簡易合併により、株式会社アズパーク及びアズガーデン株式会社

は、会社法第784条第１項に定める略式合併により、本合併を株主総会での承認を得ずに行うものでありま

す。

　なお、本合併の効力発生日は平成23年８月21日（予定）としております。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から、生産活動・消費活動の減少により、企業

業績や雇用情勢は一段と厳しい状態となっております。また、安定的な電力供給に不安が生じるなど、先行

き不透明な状況が続いております。

　当流通業界におきましては、業種・業態を超えた値下げ等による店舗間競争がさらに激化しており、また、

震災の影響により、一時的に商品の確保が困難な状況となるなど、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況におきまして当社グループは、３月に総合物流センターを開設いたしました。

　販売促進企画として、スクラッチお買物券プレゼントを実施いたしました。また、競合店対策のため、恒例

となりました四半期に一度の大感謝祭・月に一度の日曜朝市・週に一度の100円均一等の企画を継続実施

いたしました。

　以上の結果、当第１四半期は、営業収益217億23百万円(前年同期比2.6％増)、営業利益５億４百万円(前年

同期比143.9％増)、経常利益５億28百万円(前年同期比123.2％増)、四半期純利益２億22百万円(前年同期比

162.8％増)と増収増益となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①　食料品等の販売を目的とした小売業部門

低価格販売の実施や販売促進に努め、営業収益は215億14百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は４

億26百万円（前年同期比266.4％増）となりました。

　

②　不動産賃貸業部門

テナント等の減少により、営業収益は２億９百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益は78百万円（前

年同期比13.4％減）となりました。

　

(注)記載金額は、すべて消費税等を含まない金額としております。
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(2) 財政状態の分析

(イ)　資産

流動資産は、前連結会計年度に比べ、52億91百万円減少し、80億85百万円となりました。これは、主に

前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経費の

支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、現金及び預金が減少したことによるものであ

ります。

　固定資産は、前連結会計年度に比べ、10億５百万円増加し、160億98百万円となりました。これは、主に

総合物流センター等の設備投資によるものであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度に比べ、42億86百万円減少し、241億84百万円となりました。

(ロ)　負債

流動負債は、前連結会計年度に比べ、46億60百万円減少し、65億76百万円となりました。これは、主に

前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経費の

支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、仕入債務等が減少したことによるものであり

ます。

　固定負債は、前連結会計年度に比べ、２億86百万円増加し、23億93百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度に比べ、43億74百万円減少し、89億69百万円となりました。

(ハ)　純資産

純資産合計は、前連結会計年度に比べ、87百万円増加し、152億14百万円となりました。

　また、１株当たり純資産額は、前連結会計年度に比べ、６円37銭増加し、1,134円33銭となりました。な

お、自己資本比率は、前連結会計年度に比べ、9.8ポイント増加いたしました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の

四半期末残高は、65億82百万円（前年同期比15.4％減）となりました。これは主に、前連結会計年度末で

あります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経費の支払い47億44百万円が

翌日の21日になったことにより、フリーキャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローから

投資活動によるキャッシュ・フローを差引いたもの）が、52億４百万円の減少となったこと、及び、財務

活動によるキャッシュ・フローが１億34百万円減少したことによるものであります。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の減少は、41億70百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は５億85百

万円の資金の増加）。これは、主に上記の前連結会計年度末日未決済分47億44百万円によるものであり

ます。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、10億33百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は２億38百

万円の資金の減少）。これは、主に総合物流センター等の設備投資によるものであります。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、１億34百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は84百万円

の資金の減少）。これは、主に配当金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった設備計画のうち、完了し

たものは、次のとおりであります。

　

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容 投資額（千円） 完了年月
完成後の
増加能力

㈱アオキ
スーパー

総合物流センター
（愛知県弥富市）

小売業
物流センター
設備

742,032平成23年３月 ―

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,567,000

計 34,567,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年７月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,000,00014,000,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 14,000,00014,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

①　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　

平成22年５月18日　定時株主総会決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成23年５月20日)

新株予約権の数 (個) 433(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ― 　

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 　

新株予約権の目的となる株式の数 (株) 433,000(注)２

新株予約権の行使時の払込金額 (円) １株当たり 919
　

(注)３

新株予約権の行使期間
平成24年６月21日～
平成28年６月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株
式の発行価格及び資本組入額 (円)

発行価格 919
資本組入額 460

(注)３・
　４

新株予約権の行使の条件 　 (注)５

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡については、
当社取締役会の承認を要する
ものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する
事項

―

(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。
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２　当社が当社普通株式の併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数（以下、「付与株式数」とい

う。）を次の算式により調整するものとする。ただし、この調整は本新株予約権のうち当該時点で権利を行使

されていない付与株式数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てる

ものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数× 株式併合の比率

　　また、新株予約権の割当日後、当社が資本の減少、合併または会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要と

するやむを得ない事由が生じたときは、資本の減少、合併または会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲

で付与株式数を調整する。

３　以下の事由が生じた場合は、行使価額をそれぞれ調整する。

　　①新株予約権の割当日後、当社が普通株式の株式分割または株式併合を行う場合には、次の算式により行使

　価額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。
　

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　　②新株予約権の割当日後、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行または自己株式の

　処分（新株予約権の行使による場合を除く）を行うときは、次の算式により行使価額を調整し、調整の結

　果生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。
　

　 　 　 　
既発行株式数＋

新株発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行株式数

　　なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式の総数を控

除した数とし、また、自己株式を処分する場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替

えるものとする。

　　③新株予約権の割当日後、当社が資本の減少、合併または会社分割を行う場合等、行使価額の調整を必要と　

　するやむを得ない事由が生じたときは、資本減少、合併または会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範

　囲で行使価額を調整するものとする。

４  ①新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

　に従い計算される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたとき　

　は、その端数を切り上げるものとする。

　　②新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

　等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

５　新株予約権の行使の条件

　　①各新株予約権の一部行使はできないものとする。

②新株予約権の割当を受けた者（以下、「新株予約権者」という。）が死亡した場合、相続人が新株予約権　

　を承継し、これを行使することができる。また、新株予約権者が当社の取締役、監査役または従業員のい

　ずれの地位を有さなくなった場合にも新株予約権を行使することができる。

③新株予約権の譲渡、質入その他の一切の処分は認めないものとする。

④その他の条件については、新株予約権発行の取締役会決議により決定するものとする。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年５月20日 ― 14,000,000 ― 1,372,000 ― 1,604,090

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年２月20日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成23年２月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― ― ―

議決権制限株式(その他) 　 ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

596,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,021,000 13,021 ―

単元未満株式 普通株式 383,000 ― ―

発行済株式総数 　 14,000,000 ― ―

総株主の議決権 　 ― 13,021 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、そ

れぞれ2,000株(議決権２個)及び400株含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には当社所有の自己株式954株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年２月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アオキスーパー

名古屋市中村区鳥居西通
一丁目３番地

596,000 ― 596,000 4.3

計 ― 596,000 ― 596,000 4.3
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月

最高(円) 725 680 641

最低(円) 600 595 592

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）の公表におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成22年２月21日から平成22年５月20日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成22年２月21日から平成22年５月20日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成22年２月21

日から平成22年５月20日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成22年２月21日から平成22年５月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成23年２月21日から平成23年５月20日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人東海会計社により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,582,677 11,921,957

売掛金 875 1,040

商品 1,144,652 1,039,577

貯蔵品 13,539 12,819

その他 343,644 401,252

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 8,085,330 13,376,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,453,523 6,976,588

土地 3,596,359 3,596,359

その他（純額） 804,197 842,497

有形固定資産合計 ※1
 11,854,079

※1
 11,415,445

無形固定資産 372,359 348,713

投資その他の資産

差入保証金 2,740,595 2,684,820

その他 1,179,070 692,119

貸倒引当金 △47,160 △47,350

投資その他の資産合計 3,872,506 3,329,589

固定資産合計 16,098,946 15,093,748

資産合計 24,184,276 28,470,335

負債の部

流動負債

買掛金 4,669,996 ※2
 9,292,994

1年内返済予定の長期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 195,828 196,100

賞与引当金 342,492 173,600

その他 1,317,955 ※2
 1,523,919

流動負債合計 6,576,273 11,236,614

固定負債

長期借入金 50,000 50,000

退職給付引当金 410,234 402,997

長期預り保証金 1,387,328 1,410,526

資産除去債務 302,681 －

その他 242,961 243,360

固定負債合計 2,393,205 2,106,883

負債合計 8,969,478 13,343,497
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,372,000 1,372,000

資本剰余金 1,604,090 1,604,090

利益剰余金 12,698,672 12,610,438

自己株式 △485,459 △485,043

株主資本合計 15,189,302 15,101,485

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13,485 16,612

評価・換算差額等合計 13,485 16,612

新株予約権 12,009 8,739

純資産合計 15,214,797 15,126,837

負債純資産合計 24,184,276 28,470,335
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年５月20日)

売上高 20,504,784 20,979,814

売上原価 17,335,436 17,361,152

売上総利益 3,169,348 3,618,662

その他の営業収入 675,913 743,592

営業総利益 3,845,262 4,362,254

販売費及び一般管理費 ※
 3,638,364

※
 3,857,550

営業利益 206,897 504,704

営業外収益

受取利息 6,285 7,695

受取配当金 359 378

生命保険配当金 7,880 7,714

その他 17,036 10,107

営業外収益合計 31,562 25,895

営業外費用

支払利息 565 532

収納差金 951 1,163

その他 0 －

営業外費用合計 1,516 1,695

経常利益 236,943 528,903

特別利益

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 － 190

特別利益合計 0 190

特別損失

固定資産売却損 － 71

固定資産除却損 71,915 6,806

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012

その他 80 －

特別損失合計 71,995 146,889

税金等調整前四半期純利益 164,948 382,203

法人税、住民税及び事業税 17,391 184,137

法人税等調整額 62,983 △24,198

法人税等合計 80,374 159,939

少数株主損益調整前四半期純利益 － 222,263

四半期純利益 84,574 222,263
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 164,948 382,203

減価償却費 207,004 251,658

貸倒引当金の増減額（△は減少） 80 △190

賞与引当金の増減額（△は減少） 164,370 168,892

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 7,375 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,260 7,237

受取利息及び受取配当金 △6,645 △8,073

支払利息 565 532

固定資産除却損 39,479 2,856

固定資産売却損益（△は益） △0 71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012

売上債権の増減額（△は増加） 84 164

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,910 △105,795

未収入金の増減額（△は増加） 42,492 83,749

仕入債務の増減額（△は減少） 173,799 △4,622,997

未払金の増減額（△は減少） △73,216 △322,319

未払消費税等の増減額（△は減少） △20,891 △11,219

未払費用の増減額（△は減少） 129,891 127,018

その他 △107,483 △92,007

小計 713,201 △3,998,207

利息及び配当金の受取額 3,873 2,436

法人税等の支払額 △131,562 △174,979

営業活動によるキャッシュ・フロー 585,513 △4,170,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △187,939 △507,772

有形固定資産の売却による収入 846 5

無形固定資産の取得による支出 － △29,155

貸付けによる支出 △1,575 △1,230

貸付金の回収による収入 2,028 796

差入保証金の差入による支出 △39,760 △500,140

差入保証金の回収による収入 23,236 27,544

預り保証金の返還による支出 △40,827 △27,730

預り保証金の受入による収入 5,000 4,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △238,990 △1,033,681

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,245 △416

自己株式の売却による収入 50,625 －

配当金の支払額 △134,177 △134,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,798 △134,848

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 261,724 △5,339,280

現金及び現金同等物の期首残高 7,517,136 11,921,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,778,860

※
 6,582,677
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自　平成23年２月21日　至　平成23年５月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

　(1) 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３　　　　　

　　月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31

　　日）を適用しております。

　　　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ4,028千円、税金等調整前四半期純利益は144,041千円減少

　　しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は302,681千円であります。

　(2) たな卸資産の評価方法の変更

　　　従来、物流センターの商品の評価方法については、移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切

　　下げの方法）によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、総平均法による原価法（収益性の低

　　下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　　　この変更は、総合物流センターの開設に伴う在庫管理システムの更新により、より効率的かつ適正な商品

　　管理を図るためのものであります。

　　　これによる損益への影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第１半期連結会計期間

(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第１半期連結累計期間では、「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成23年２月21日　至　平成23年５月20日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成23年２月21日　至　平成23年５月20日)

該当事項はありません。

　
【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社の事業用定期借地権上の建物等については、従来、法人税法の規定に基づく耐用年数により償却を行って

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より借地契約期間で償却を行うことといたしました。

　これは、建物等の耐用年数を当該借地契約期間とすることで、より合理的な期間損益計算を行い、財政状態の健

全化を図るためのものであります。

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ28,769千円減少しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日)

前連結会計年度末
(平成23年２月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 8,700,167千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 8,401,343千円

―

※２　連結会計年度末日が、金融機関が休日のため期末日

未決済分が含まれております。

買掛金 4,473,876千円

未払金 271,050千円

　　なお、未払金は、流動負債のその他に含まれておりま

す。

　
(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
  至　平成23年５月20日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当・賞与 1,384,047千円

賞与引当金繰入額 164,370千円

役員賞与引当金繰入額 7,375千円

退職給付費用 25,326千円

地代家賃 455,710千円
 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当・賞与 1,383,162千円

賞与引当金繰入額 168,892千円

退職給付費用 31,007千円

地代家賃 501,681千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
  至　平成23年５月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,778,860千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―千円

現金及び現金同等物 7,778,860千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 6,582,677千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―千円

現金及び現金同等物 6,582,677千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月20日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成23年２月21日　

至　平成23年５月20日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,000,000

　
２　自己株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 597,594

　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

ストック・オプションとしての新株予約権

平成22年新株予約権

会社名
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数
(株)

当第１四半期
連結会計期間末残高

(千円)

提出会社 ― ― 12,009

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年５月17日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 134,030 10平成23年２月20日 平成23年５月18日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

　

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

　

　
小売業
(千円)

不動産賃貸業
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結(千円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

20,959,132221,56621,180,698 ― 21,180,698

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

― 22,354 22,354 (22,354) ―

計 20,959,132243,92121,203,053(22,354)21,180,698

営業利益 116,350 90,546 206,897 ― 206,897

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主要な内訳

　(1) 小売業……………食料品等の小売事業

　(2) 不動産賃貸業……店舗の運営、管理及び不動産賃貸業

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

当企業集団は国内に所在しているため、所在地別セグメント情報については、該当事項はありませ

ん。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

海外売上高に該当する取引がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

　平成20年３月21日)を適用しております。

1.　報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

当社グループは、取り扱う商品、サービス別に事業部門または事業会社を置き、それぞれ包括的な戦略を

立案し、国内において小売業を中心に事業活動を展開しております。

従って、当社グループは事業部門または事業会社を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成さ

れており、食料品等の小売事業を展開する「小売業」及び店舗の運営、管理並びに不動産賃貸業を展開する

「不動産賃貸業」の２つを報告セグメントとしております。

　
2.　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年２月21日　至　平成23年５月20日)

　
　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
小売業 不動産賃貸業 計

営業収益 　 　 　 　

　外部顧客への営業収益 21,514,185209,22221,723,40721,723,407

　セグメント間の内部営業収益
　又は振替高

― 22,354 22,354 22,354

計 21,514,185231,57721,745,76221,745,762

セグメント利益 426,268 78,435 504,704 504,704

　
3.　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 504,704

四半期連結損益計算書の営業利益 504,704
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　
(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　
(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動が認められません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日)

前連結会計年度末
(平成23年２月20日)

　 　

　 1,134.33円
　

　 　

　 1,127.96円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎
　

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日)

前連結会計年度末
(平成23年２月20日)

純資産の部の合計額(千円) 15,214,797 15,126,837

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 15,202,788 15,118,098

差額の主な内訳(千円) 　 　

　新株予約権 12,009 8,739

普通株式の発行済株式数(千株) 14,000 14,000

普通株式の自己株式数(千株) 597 596

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数(千株)

13,402 13,403
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２  １株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
  至　平成23年５月20日)

１株当たり四半期純利益金額 6.33円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

6.31円
　

１株当たり四半期純利益金額 16.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―円

　

(注) １　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日
　至　平成22年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日
　至　平成23年５月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 84,574 222,263

普通株式に係る四半期純利益(千円) 84,574 222,263

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,362 13,402

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(千株)

38 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

平成22年５月18日定時株
主総会決議ストック・オ
プション(新株予約権)
これらの詳細について
は、第４提出会社の状況　
１株式等の状況　(2)新株
予約権等の状況に記載の
とおりであります。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年６月29日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    前    田    勝    昭    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    島    浩    司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アオキスーパーの平成22年２月21日から平成23年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間(平成22年２月21日から平成22年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年２月21日から平成

22年５月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパー及び連結子会社の平

成22年５月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年７月１日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    前    田    勝    昭    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    島    浩    司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アオキスーパーの平成23年２月21日から平成24年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年２月21日から平成

23年５月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパー及び連結子会社の平

成23年５月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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